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OTC 医薬品卸協議会 スペシャル座談会

　大衆薬卸協議会から「OTC医薬
品卸協議会」へと2024年５月に名
称変更してから初年度が経過し
た。超高齢社会を背景に健康寿命
の延伸が希求される中、ヘルスケ
ア卸は何に取り組み、何を提唱し
ようとしているのか。業界の現状
と協議会の方向性について座談会
形式でうかがった。

　関　卸の連携による社会実装を
目的とする「セルフメディケーシ
ョン推進ビジョン」の実践や厚労
省の「セルフケア・セルフメディ
ケーション推進に関する有識者検
討会」が示す改善案に対する評価

など協議会の取り組みについてう
かがいたいと考えています。まず
組織の名称変更とその意義からお
願いします。
　松井　OTC医薬品は、大衆薬や
家庭薬などさまざまに呼ばれてい

ヘルスケア卸が挑む
「セルメ推進ビジョン」の

社会実装

（左から時計回り）　吉田氏、松井氏、関氏、西田氏、阿座上氏

阿座上　�名称変更は未来見据えた戦略的な一歩
西田　　�OTC薬が担うこれからの健康管理
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ます。しかし、セルフメディケー
ションの推進やスイッチ OTC 化
など医療との連携が進む中、医療
用と対になる OTC 医薬品の流通
を担う卸という定義を各社と共有
したいと考えました。また、その
ことを行政や関連団体に分かりや
すく伝えるため、名称を変更しま
した。
　吉田　旧称は、確かに時代にそ
ぐわなくなっていました。組織名
の変更は、新たなビジョンを共有
し、連携を目指すとの意義がある
と思います。
　西田　当社の売り上げの構成比
は OTC 医薬品の割合が高くなっ
ています。医療費削減の推進やセ
ルフケアの考え方の浸透で医療用
医薬品と OTC 医薬品が両輪を成
す中、OTC 医薬品、そしてそれを
取り扱うわれわれの役割も非常に
重要なものとなりました。OTC医
薬品卸協議会の名称には、そうし
た背景を含め「大衆薬」という言
葉を用いるよりも重みを感じま
す。オーバー ザ カウンターとい
う名を持つ OTC 医薬品の役割を
しっかりと引き出せるような販売
の仕組みやフォローアップの体制
を作っていかなければなりません。
　阿座上　単なる組織名の変更に
とどまらず、OTC 医薬品卸が果た
すべき社会的役割の再定義であ
り、業界の未来を見据えた戦略的
な一歩と考えます。中間流通業と
して機能強化、行政・業界団体と
の連携強化、また OTC という言
葉は、国際的に通用する用語で、
今では新聞、雑誌などメディアで
広く使われており、スイッチ OTC
薬、ダイレクト OTC 薬などに触
れられる機会も増えてきました。
生活者に OTC 薬を身近に感じて
いただくことでセルフメディケー
ションの推進に貢献していきたい
と思っています。
　関　協議会が策定した「セルフ

メディケーション推進ビジョン」
には、セルフケア卸の指針、卸機
能の向上、持続可能な流通体制と
いう３つの視点が設けられていま
す。各社の取り組みについてお聞
かせください。
　阿座上　私たちを取り巻く環境
は、少子高齢化や人生100年時代を
迎え、健康や美容に対する価値観
が大きく変化していると感じてい
ます。また、医療や介護の業界で
は、深刻な人手不足で社会保障制
度の維持といった課題に直面して
います。そうした中でドラッグス
トア（DgS）さまならびに薬局・
薬店さまは、地域における健康拠
点としての役割を高めています。
　当社は、元気に年齢を重ねるた
めの予防的な提案となるウエルエ
イジングやオーラルケア、男女の
更年期対策、フェムケアに力を入
れています。また昨年には、２社
のベンチャー企業がフォレストグ
ループに参画しました。医療用ウ
ィッグのナチュラルと、特許取得
の粘着シリコンで簡単に装着でき
る人工乳房および人工ニップルを
製造販売するナチュラルブレスト
の両社です。がん手術後の患者に
寄り添った提案を行える身近な存
在として薬局・DgS さまは、非常
に親和性が高いと思います。新し
い市場の創造に向け、店頭からの
情報発信を通じて付加価値の高い
製品と情報を届けたいと考えてい
ます。
　吉田　症状が出た時の対処とな
る OTC 薬のほか、健康寿命の延
伸に関して病気にならない生活習
慣や栄養、運動、睡眠の改善を呼
び か け な け れ ば な り ま せ ん。
JAPAN ドラッグストアショーに
も出展しましたが、新しい切り口
でサプリメントをおいしく楽しく
摂っていただくため、韓国からの
インナービューティーやグミタイ
プのサプリメントなど若い世代にも

健康につながる商品を提案するこ
とが卸の重要な役割だと思います。
　肌や髪など体の外側のケアに
は、気持ちを良くする働きもあり
ます。外面と内面からケアするこ
とは、DgS さまの領域です。OTC
薬と健康食品、化粧品を組み合わ
せる提案を強めていきたいと考え
ています。
　西田　DgS さま、薬局・薬店さ
まは、特にコロナ禍を境に以前に
も増して日常生活に不可欠な業態
になっていると思います。今年の
ドラッグストアショーのテーマは

「地域の皆様に最高の未来をお届
けする」であり、これは、DgS さ
ま、薬局・薬店さまが今まで果た
してきた役割とこれからの期待感
が反映されたものです。
　多様性の時代と呼ばれる今、健
康に対しても一人一人が異なる考
え方や方向性を持っています。そ
れらをトータル的にサポートする
ことがより良い健康づくりにつな
がっていくのではないでしょう

まつい・ひでまさ
●1999年４月大木入社。システム部副部長、東
京支店長、大阪支社長、社長室長兼経営企画室
長、業務本部本部長を経て2018年５月大木ホー
ルディングス代表取締役社長。
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か。これを実現する上で、利便性
を向上させるオンライン上でのツ
ールや新たな情報発信の方法が登
場していますが、やはり人と人と
のつながりが最も重要です。特に
店舗で、コトからモノ、モノから
コトへとつなぐコミュニケーショ
ンを幅広く行っていくことが、一
人一人の持つ健康のイメージを満
たしていくことにつながります。
DgS さま、薬局・薬店さまと共に
地域住民の健康な未来を創ってい
こうという志のもと、当社も卸の
基本となるつなぐ役割で、店頭か
ら発信する健康づくりを提案して
いきたいと考えています。
　松井　新しい価値観と商品の提
案を行う流通は、卸が主体に支え
なければならないと考えていま
す。医療用、OTC薬、もしくは日
用品、化粧品など各社に強みがあ
って立ち位置は違いますが、それ
ぞれの提案を店頭で反映しようと
努力しています。調剤薬局・DgS
さまというヘルスケアの専門家が

いる店頭で販売されるスイッチ
OTC薬やエビデンスベースの健
康食品、化粧品を私たち卸が流通
させている点を再認識してもらえ
ればと思います。
　当社は、社員に75歳まで働きた
いと思ってもらえる会社を目指し
ています。ヘルスケア業界に入っ
たからには、それを一番享受する
のは社員であっていいはずです。
人手不足の中で75歳まで元気で働
ける環境づくりを進めています。
　吉田　DgS、薬局の強化を目的
にした「店舗支援本部」を６年前
に設けました。消費者向けのPOP
や販促物などをしっかり反映さ

せ、買い物しやすい売り場のお手
伝いをする部署です。
　スマホで撮った売り場の画像が
すぐにサーバーへ飛び、リアルタ
イムでメーカー・小売業さまと共
有できます。現在、さらに進歩さ
せ、POSデータへの影響まで分析
できるツールにブラッシュアップ
しています。この目的は、面談で
決定した通りに正しく売り場を作
り、消費者にも情報が伝わりやす
くすることにより、店頭売上を伸
ばすことです。マンパワーで手が
けてきた伝統にDX化を加え、地
域住民に買いやすい売り場を提供
し、売上増につなげています。

　阿座上　卸機能の一丁目一番地
は、安定した商品供給と品質管理
だと思っています。その上で情報
提供や販促提案といった機能が生
かされてきます。ロジスティクス
においては、今後の災害を予見し
たBCP対策を準備するとともに、
お得意先の納品に対して効率的で
コストの低減が期待される物流の
拠点を整えつつあります。３年前
に広島県福山市で稼働したほか、
一昨年も九州に２つ目の物流セン
ターを構築しました。今期は、関
西と関東エリアの物流拠点の見直
しを進めています。
　西田　現在、2030年問題が懸念
されています。これは高齢者人口
が全人口の約３割に達することで
引き起こされる労働力不足や医
療・介護費の増大、社会保障費の
増加などが深刻化する問題のこと
ですが、一方で薬機法の改正など
に伴い、オンライン診療・服薬指
導など、それらを解消する医療の
DX化が進んでいます。
　また、過疎地や遠隔地における
ドローンの活用なども始まってお

り、当社グループでも一部実施段
階にあります。これらは主に医療
用領域での話ですが、先々セルフ
ケア領域とも連携を進め、DX化
も含めた新たな技術の提案を重ね
ていくことも卸の一つの機能だと
考えています。
　松井　先ほど災害対策の話が出
ましたが、医療用医薬品の企業連
携が進んでいるのに対し、OTC薬
の場合、法的な面も含め整備され
ていません。避難所には、専門家
がいないと簡単にOTC薬を配れ
ないし、使えない状況があります。
セルフメディケーションをベース
とした災害時のOTC薬の利活用
について協議会で諮り、法的な部
分のクリアも目指したいと思って
います。
　関　次に持続可能な流通体制に
関してお願いします。
　阿座上　当社では、流通在庫の
最適化を踏まえて適正な在庫管理
を実施するため、需要予測にAI
を活用したシステム構築を進めて
います。
　また５年後、10年後を想定した

あざがみ・のぼる
●1984年４月コーヤク（現リードヘルスケア）
入社。2014年４月西日本営業本部九州量販営業
部長。15年４月営業統括本部九州営業部長。17
年４月執行役員西日本営業本部長。19年６月取
締役執行役員営業本部長。20年４月より代表取
締役社長。

吉田　無駄のないサプライチェーンの構築目指す
松井　協議会に諮りたい災害時OTC薬の利活用
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人材育成にもグループを挙げて取
り組みを始めました。パーパスド
リブン経営を掲げ、企業の理念や
目的を求心力とした企業経営を、
社員一人一人が理解し、社会と会
社に対してどのように貢献してい
けるか、きちんと考えて動ける人
材を育てていこうということも一
つのテーマとして取り組んでいま
す。「企業は人なり」という言葉が
ありますが、人材の成長が企業の
成長を牽引すると考えています。
　西田　当社では、２月に新しく
３次元ロボットピッキングシステ
ムを導入した「九州物流センター」
を移転稼働しました。労働環境改
善を図るとともに、ピッキング工
数削減による業務効率化を実現す
ることで正確、迅速かつ安全な商
品供給体制を強化しています。
　物を運ぶという卸の仕事は「競
争」から「共働」の時代になって
きています。この人口減少社会に
おいて、業界を発展させるために
は、協業すべきところは協業して、
社会インフラの安定に寄与してい
くことが肝要でしょう。
　吉田　サプライチェーンについ
ては、各社の努力で日本は世界的
に見ても相当に進んでいると思い
ます。ただ課題としては、それぞ
れがトラックを走らせて積載率の
低い物流をいまだに行っているこ
とです。本当の意味でサプライチ

ェーンがつながっていません。当
社は「つなぐ力で人と社会のミラ
イを創る」を長期ビジョンに掲げ
ています。データがブツブツと切
れていて卸各社や店頭の在庫、売
れ筋、欠品・返品などが把握でき
ず、予測の中で製造し、仕入れ、
販売しているのが実状です。これ
が無駄を生む一番の原因ではない
かと思います。
　流通業界が素晴らしい社会貢献
を果たしていると社会的に評価い
ただくため、協議会を通じてデー
タ活用も含めた無駄のないサプラ
イチェーンの構築を目指したいと
思います。皆が共通のデータを活
用し、適切な需要予測のもとにメ
ーカーさまが生産できるようにな
れば、持続可能な流通体制が構築
できるのはないでしょうか。
　阿座上　卸４社が同じ DgS さ
まのセンターに配送している現状
は、確かに見直すべきですね。一
緒にコスト軽減に取り組んだほう
が絶対にいいと思います。
　西田　毎日配送するべきか否か
も検証する必要があります。2024
年問題の際、メーカーさまから週
３回配送を２回にしてほしいとの
要望を受け、諸々の調整を行い、
実施いたしました。課題を持ち寄
り、製配販で同じ方向へ向かって
いく姿勢が、業界の持続可能な流
通体制につながります。

　松井　新データエクスチェンジ
など小売さま、メーカーさまをつ
なぐ機能を卸は積極的に対応して
きました。小売業さまへの配送は
毎日なのに対し、卸への配送は週
１～２回になっている。そろそろ
製配販で全体最適を考え、協調し
ていく必要があるのではないでし
ょうか。それにはやはりデータの
オープン化だと思います。今、マ
スターの統一がようやく議論に乗
ってきました。経産省の提唱する

にしだ・まこと
●1983年８月日本商事（現アルフレッサ ファー
マ）入社。2014年４月アルフレッサ ヘルスケア
執行役員営業本部副本部長。16年４月常務執行
役員営業本部副本部長。17年４月常務執行役員
営業本部長。17年５月取締役常務執行役員営業
本部長。19年４月取締役専務執行役員営業本部
長。23年４月代表取締役社長。
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フィジカルインターネットは、物
流情報をオープンにし、倉庫やト
ラックを効率的に活用する考えで
す。食品業界や日用品業界のデー
タ統合も進んでいます。一方、厚
労省のOTC医薬品成分のデータ
ベース化も「JSM-DBC」を中心
に整備ができてきました。
　オープン化を目指す土台づくり
は、やはり卸が主体となって推進
したいと考えています。

　関　セルフメディケーションを
さらに推進していく上でのキーポ
イントは何でしょうか。
　松井　どちらかといえば卸は受
け身でした。しかし、われわれは
川上から川下までトータルで関係
をしています。今後は発信を強
め、行政や医療機関、メーカーさ
ま、小売業さまに働きかけていく
組織でありたいと思います。
　西田　われわれ卸は流通のプロ
であるという自覚を強く持ち、協
議会としてもそうした立場から公
的な場にもっと出て現状を伝える
べきだと考えます。
　松井　ここに出席している４社
それぞれがヘルスケア卸を代表
し、公的な場で意見を言わせてい
ただきましょう。
　阿座上　自治体や医療機関との
連携は今まで十分とは言えません
でした。今からの取り組みが大切
になります。それによってインフ
ラとしての信頼性が向上し、業界
の発展につながります。
　吉田　今のセルフメディケーシ
ョン税制は、十分に定着している
とは言いづらく、その理由は、制
度の複雑さと手続きの煩雑さだと
思います。１年間レシートを貯め

続けたとしても、１万2000円に届
かなければレシートは無駄になっ
てしまいます。理念は非常に意義
深いものですが、現行制度が生活
者にとって複雑であり、分かりに
くさ、使いづらさを感じています。
　有識者会議でも意見があったと
思いますが、０円から適用すると
か、スマホで簡単に申告できるよ
うにするとか、DX推進と制度の
分かりやすさの両立が生活者の利
便性向上につながり、懸念されて
いる医療費増加への対応策として
効果が出るのではないでしょうか。
　阿座上　生活者に近い小売業さ
まからの呼びかけも強めてほしい
ですね。
　関　17年１月１日に導入された
同税制は21年までの時限立法でし
たが、５年間延長され、来年12月
31日までの適用です。
　西田　医療費控除と併用でき
ず、また対象にならないOTC薬
もあり、非常に分かりにくいです
ね。このままでは延長の効果も限
定的になってしまう恐れがありま
す。卸の立場からも発信していく
ことが大事です。
　松井　財務省がセルメ税制で削
減された医療費トータルの証明を

よしだ・たくや
●1995年４月三和銀行（現三菱 UFJ 銀行）入
行。00年４月新和パルタック（現 PALTAC）入
社。2019年４月常務執行役員商品本部長。20年
10月同東京支社長。21年４月専務執行役員東京
支社長。23年４月副社長執行役員兼 COO。同
６月 代表取締役社長。メディパルホールディン
グス取締役（化粧品・日用品、OTC 事業担当）。

松井　　急がれるデータベースの標準化
阿座上　�強化したい自治体や医療機関との連携

抗ヒスタミン剤　配合殺 菌 消 毒 剤
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皮膚疾患外用薬
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また求めています。業界団体で８
年間の間にどれだけ医療費が軽減
されたのかアピールする必要があ
ります。
　関　セルメ税制の申告を含めた
DX化については、業界標準の商
品マスターの管理が必要であり、
経産省と厚労省が絡む内容です。
OTC医薬品卸協議会が関わるべ
き一番のポイントかと思います。
　松井　OTC 医薬品などの製品
情報のデータベース「JSM-DBC」
が、厚労省からセルメ税制対象商
品のリスト化の事業を受けていま
す。そこがエクセルベースのよう
なリストを出していますが、出力
方法など現在、連携するための整
備をしているところです。一部実
証実験のような形で小売業さまの
システムを組んでいる企業と連携
し、一年間そこで購入した対象商
品がリストで出てくる仕組みがで
きたらと思っています。
　JSM-MD などデータベースの
標準化は、卸の団体がメーカーさ
まに働きかけないと、いまだに一
部メーカーさまから標準化の必要
性を聞かれる現状です。
　西田　データを取り込み、アウ
トプットする卸の労力も知ってほ
しいですね。

　関　大包装・小包装の管理につ
いてもDX化をすれば、購入履歴
から飲み合わせの問題にも対応で
きます。
　西田　マイナンバー保険証など
によるデータの取りまとめで過去
の治療歴が分かります。そこから
次の治療にもつながりますので、
データベースは非常に重要なもの
です。協議会としても、データの
有用性を最大限発揮できるような
活動に取り組むことで、健康寿命
の延伸につなげたいですね。
　松井　卸は、データの標準化を
重視しています。小売業さま、メ
ーカーさまよりも卸がデータの重
要さを知っており、推進するポジ
ションにあると思います。ただ、
卸が中心となってやるか、メーカ
ーさまか小売業さまがやるかの違
いはあるでしょうね。
　関　中間流通業だからこそでき
る持続可能な取り組みかもしれま
せん。
　吉田　経産省や厚労省もデータ
ベース化の必要性をご認識いただ
いていますが、具体的な内容の詰
めは業界団体の主体的な動きが求
められています。経産省や厚労省
のさらなる方向性の提示や後押し
があることで、業界全体としての

動きが加速するのではないかと考
えています。
　関　ありがとうございました。
活発な議論の中でOTC薬のデー
タベース化について、皆さまから
声を大にして発言していただきま
したので、その実現を目指しなが
ら、生活者のセルフメディケーシ
ョン推進のために皆で頑張ってい
ければと思います。

せき・みつひこ
●1984年４月小林製薬入社。2005年４月 KS 北
海道代表取締役社長。08年４月 Paltac（現
PALTAC）入社。15年４月執行役員ヘルスケア
営業本部長。20年６月常務執行役員店舗支援本
部長。

26-31_1023_特集_座談会.indd   3126-31_1023_特集_座談会.indd   31 2025/09/19   18:262025/09/19   18:26


